
未来のコミュニティのための団地のリデザイン ―多文化共生と地域連携による団地の新たな価値創造―



住民の減少、少子高齢化、建物の老朽化、
それらによる解体や建て替え

＋
外国人住民の入居増加、
それによる生活トラブル

長年の問題

近年顕在化してきている問題

01.問題提起

日本人と外国人の人口推計値

約30年後、
外国人が

3倍以上に

少子高齢化が進み、外国人住民が比較的多く暮らす団地は、近い将来の日本社会を象徴する縮図
互いの文化を尊重しながら共生できる地域コミュニティを形成することが重要

多文化共生を軸とした団地の再生を提案する

日本の高度経済成長期に建てられた多くの団地で起きていること



02.敷地：千葉県八千代市 村上団地

開かれた
自治会、
地域

開かれた
地域の学校

教育

開かれた
日本語学校

・寮

探究的な学びの提供
団地の一部利用提供(クラブ活動、学童)

子どもの見守り

地域課題解決への取り組み
人手不足の地域行事への参画

体験的な学びの
提供

団地の一部利用提供

地域の新陳代謝を
促す若い人材、活力

人手不足の地域行事への参画
自治会活動への参画

異文化理解の機会
母国の文化を
プレゼン

部活動など
一緒に取り組む

機会提供

元からいる
外国人住民

公民館の住棟
への機能移転

母国の文化紹介を
通じた交流促進

仕事の後に言語学習

地域課題解決、探究的・体験的な学びを
実現するためのコンソーシアムの構築
多文化共生の団地として再生していく

敷地周辺の特徴

・学校が多い(1km圏内に6校)
・日本語学校が2024年に開校
・自然豊かで公園が多い

問題点

・少子高齢化の更なる進行(年少人口4%以下)
・人口減少(30年後、50%減)
・外国人住民の増加に対する受け入れ態勢不完全
(外国人住民の割合は10%以上)

・公民館の稼働率低下(41%)と建物の老朽化
・商店街の活気低下
・地域行事の担い手不足

×

1976年に入居が開始されたUR賃貸住宅団地。成田空港から車で30分、
京成本線勝田台駅からバスで約5分の距離に位置。

自治会・地域
の活動拠点



03.設計手法

段階的減築

  

「川の字型配置」
「壁式構造」

「長手方向の強い動線軸」
関係性の希薄

ピロティや連続する空間の介在
棟同士の関係性が徐々に築かれる

段の部分は今後の減築に備え、
    柔軟な使い方を許容する空間になる
 
ex. クラブハウスや仕事場、アトリエ、小さなお店など

戸境壁に一部開口を設ければ住戸を拡張できる

棟同士の関係性



04.平面図



05.断面図



06.模型写真・パース


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7

